
Theory of Change（2024/11/27）

Outcome　生み出したい変化

国
内
事
業

海
外
事
業

直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

新規就農者が有機農業 *
に挑むが経営が成り立た
ないことがほとんど。

大量生産、大量消費、
大量廃棄を前提とした
流通構造

山地に生きる方々の生計
を立てる手段が、環境破
壊を伴うものが多い

環境負荷の小さな農業への
シフトが進まないことで、
自然環境の破壊やエネル
ギー資源の減少が加速

季節性やブレを許容しない、
安定供給を当然視した消費
行動

収奪的農業の拡大や過度の
焼き畑、木材輸出などによ
り森林減少が加速。
生産者の収入にも偏りが生
じている

豊かな自然環境と
エネルギー資源を
未来へ渡すことが
できる

有機栽培 *に
取り組む新規就農者を
中心とした生産者

お客さま
（個人 /飲食店 /
小売店 /カフェ /
ロースター）

持続可能な農法での
コーヒー栽培に
挑戦する産地の人々

既存の流通にのらない個性
ある農産物や加工品の買取り

適地適作をベースにした
作付計画の提案や
学び合いの機会の提供

生産者向けシステム
「farmO」の提供による
ペーパーワーク削減や
業務改善・共同物流の実現

個性や背景を
伝えながらの販売

品質向上のための栽培及び
収穫後プロセスに関する

技術提供

コーヒー生豆や
カスカラ *の輸入

地域ごとの特色を
活かした商品開発

バリューチェーンの再構築によって持続可能な未来へ

※有機農業/有機栽培……ここでは、有機JAS認証を受けたものだけでなく、有機農業推進法に基づく有機農業を指す
※カスカラ……コーヒーの実から種を取り除いた後の果肉・果皮を乾燥させたもの

坂ノ途中の影響の先にある
波及効果や変化

坂ノ途中の影響による
効果や変化

環境負荷の小さい農業を
実践している取引生産者の

経営状況の改善

農作物や商品の
品質や魅力が高まる

坂ノ途中の商品や
コンセプトに継続的に
触れることを通じて、

季節に合わせた暮らしを楽しむ

海ノ向こうコーヒーの
商品やコンセプトに触れて、
環境問題や社会課題について

関心を持つ

海ノ向こうコーヒーの
商品の品質や魅力が高まる

取引農家さんや提携企業の
経営状況の改善

坂ノ途中が間接的に
接点を持つ範囲で

新規就農者が有機農業に
挑戦したり経営規模を
拡大できるようになる

持続可能性を意識した
ライフスタイルを送る
坂ノ途中のお客さまの増加

持続可能な農法で
コーヒー栽培に
取り組む農家さんや
取組面積の増加

パートナー企業
や生産者組合による
山地での雇用創出

有機農業に取組む世の中の
農業者や新規就農者の

離農率低下

既存農業者の有機農業など
ローインプット型農業への

転換が進む

持続可能性を意識した
ライフスタイルへの
シフトが世の中で進む

世界のコーヒー産地に
おけるアグロフォレスト
リーによる森林保護
・森林再生の広まり

Issue
課題

Target
対象

Activity/Output
実施事業 /出力

農業と暮らし
の持続可能化

100 年先もつづく、農業を。


